












































































































































ける」が 17組、「直前で避ける」が 24組となった。その結果を表 2に示す。カ
イ 2乗値は 1.3（自由度 2：p＞ 0.05）で、避ける時期には有意な差はなかった。
ペアの条件別（男・男、女・女、男・女）のケース数も表 2に示す。こちらは、






男・男 女･女 男・女 合　計
避ける方向 左避け 8 12 12 32右避け 12 8 8 28
合　計 20 20 20 60
表2．避ける時期と性別のクロス集計表
性　別
男・男 女･女 男・女 合　計
早く避ける 5 4 10 19
避ける時期 途中で避ける 4 5 3 17
直前で避ける 11 11 2 24








東小金井駅前の第 1回目の歩き方をカイ 2乗検定したところカイ 2乗値は
14.44（自由度1：p＜0.05）、第2回目の歩き方をカイ2乗検定したところカイ2

















左側歩き 69 79 96
右側歩き 31 21 4
















































































































名古屋駅 6 : 50 - 8 : 05 晴れ 7（6 : 1） 6（2 : 4） 7（4 : 3） 20（12 : 8）
長野駅 17 : 30 - 18 : 05 晴れ 67（48 : 29） 3（3 : 0） 13（10 : 3） 93（61 : 32）
駅 観察時刻 天候 左 真　中 右 合　計
16 : 04 - 16 : 24 晴れ 102（59 : 43） 3（1 : 2） 14（8 : 6） 119（68 : 51）
18 : 05 - 18 : 50 晴れ 55（42 : 13） 2（2 : 0） 17（13 : 4） 74（57 : 17）
19 : 25 - 19 : 50 晴れ 46（33 : 13） 0（0 : 0） 6（5 : 1） 52（38 : 14）
8 : 30 - 8 : 43 晴れ 0（0 : 0） 0（0 : 0） 30（24 : 6） 30（24 : 6）
10 : 20 - 10 : 50 晴れ 0（0 : 0） 0（0 : 0） 10（9 : 1） 10（9 : 1））
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